
Vol.13 No.11                    会報 JAMT         平成 19 年 11 月 1 日発行「医学検査」第 56 巻第 11 号付録 (8) 
 

 
(8) 

 
 

                             

 
 

※ 会員特別価格となっていますので、書店での申し込みは出来ません。 

 ※ 詳細は当会ホームページ＜http://www.jamt.or.jp/＞をご覧ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
「平成 19 年版 厚生労働白書の刊行に当たって」より 

 
今年の厚生労働白書では、「医療構造改革の目指すもの」と題し、現状と課題も含め医療構 

造改革の内容等について分かりやすく解説し、先般成立した医療構造改革関連法の円滑な施行

や都道府県の各種計画の策定作業に資するものとしたいと考えております。また、白書では、

開業医の役割の重視や在宅医療の推進など、今後の日本の医療の進むべき方向についても言及

することとし、関係者への問題提起となることを期待しています。関係者にとって、この白書

が、医療構造改革への理解を深め、国民・患者の視点に立った医療の実現に向け

て、自らの役割を積極的に果たしていく一つの契機となればと願っています。 
 
 
               臨床衛生検査業務功労者の厚生労働大臣表彰受彰候補者推薦依頼発出･･･ 

 
「臨床衛生検査業務功労者の厚生労働大臣表彰受彰候補者の推薦について(依頼)」＜医政発第 1024003 号＞が、 
10 月 24 日付けで厚生労働省医政局長より各都道府県知事宛に発出されました。今後、行政から各都道府県技師会

へ通知されますが、素早い対応をお願いします。候補者の対象は次の各号の該当者となります。 
１．都道府県技師会の役員(理事以上)として従事年数が 10 年以上の者、又は、臨床・衛生検査業務の従事年数が免

許取得後 20 年以上の者。 
２．表彰時＜平成 20 年２月８日＞現在で 50 歳以上の者。 
３．過去に叙勲・検査業務の功績による大臣表彰などを受けていない者。 
※ 推薦人員は、人口 250 万人に１名程度となります。 
※ 行政などとの対応に不明な点がありましたら、当会事務局までお問い合わせ下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


